
事業所の敷地を活かして
生物多様性に配慮した企業活動に取り組みませんか

省エネや再生可能エネルギーなどの気候変動対策に加えて、

生物多様性への配慮に取り組めば、一層の企業価値向上につながります！

敷地を活かした生物多様性取り組み　－３つのご提案－

生物多様性の現状を知り、

自然観察会や従業員参加の

取り組みに活用

知る

花王株式会社川崎工場

【工場緑地の生物多様性保全】

人も生きものも利用する

地域の生態系に貢献する森として、

川崎工場の緑地を活用しています。

当社の役割

当社の役割

従業員参加の緑地の生きものモニ

タリングイベントやABINC認証取

得により、生物多様性の理解を向

上しています。

＊ABINC：

　生物多様性に配慮した

　施設の認証制度

まず、“生物多様性”を学びたい！
社員教育したい！
とお考えの事業者の方

勉強会の講師を派遣します！

　・SDGｓと生物多様性
　・生物多様性動向と企業の取り組み　ほか

初回
導入講習無料
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生きものに出会う・

自然とふれあう

事業所づくり

創る

株式会社小松製作所大阪工場

【敷地内に里山環境を創出】

コマツ里山は、建替え

に伴い、環境方針であ

る「生物多様性の向上」

を目的に地域の里山環

境を再現しました。

事業所に隣接する「潤いの森」を

通して地域・行政とのコミュニ

ケーションを深めています。

当社の役割

第3回緑のまちづくり賞

（大阪ランドスケープ賞）

事業主：株式会社小松製作所 大阪工場

設計者：株式会社ランドスケープ　　
デザイン関西支社

　　　　株式会社地域環境計画

施工者：鹿島建設株式会社関西支店

　　　　西武造園株式会社

２

企業の取り組みを

地域に広げる

仕組みづくり

広げる

積水化学工業株式会社

【地域と連携した取り組み】

当社の役割

当社の役割
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京都研究所

敷地内に草地ビオトープを作り、

さらに京都の祭りや文化を支えて

きた植物を育生、保全し地域の在

来植物の保全に協力しています。

潤いの森プロジェクト
（千葉積水工業株式会社）

学ぶ

受賞！

● 緑地の動植物の現状調査、活用提案

● イベント講師
● 現状調査の結果を踏まえた

認証取得支援

● 地域生態系の事前調査
● 創出後の管理、モニタリング等

● 緑地の動植物の現状把握
● 啓発パンフレットの企画・作成

● ビオトープづくり
● 植物の育生に関する助言
● モニタリング等



企業価値向上につながるのはなぜ？

地域に貢献します

事業所の敷地が地域生態系の一部として機能することで、豊かな

地域づくりに貢献します。

地域づくりへの貢献により企業イメージが向上し、事業持続性（安

定した地域雇用等）にも寄与します。

Stockholm Resilience CentreによるSDGsの関係図

経済・社会・生物圏（環境）は別々の部分ではなく、
経済と社会は、生物圏の中にはめ込まれるシステムである。
（credit: Azote Images for Stockholm Resilience Centre）

パナソニック社事業所の生物多様性

ポテンシャル評価＊１

・生物多様性ポテンシャル評価

・結果を事業所の取り組みへ展開

・緑地の生物多様性を第三者評価する

認証制度

＊1：日本景観生態学会第20回鳥取
大会講演要旨集（2010）

＊2：一般社団法人いきもの共生事業
推進協議会（当社は会員企業）

緑地認証 （ABINC＊2） 取得支援

お気軽にお問い合わせください。
HPではチャットでのお問い合わせも受け付けています（10:00～16:00）

・本社／技術本部／企画営業本部　　　

・北海道支社　　・東北支社　　　　・名古屋支社

・大阪支社　　　・中四国支社　　　・九州支社

〒154-0015　東京都世田谷区桜新町2-22-3 NDSビル

TEL：03-5450-3700　 FAX：03-5450-3701

お
問
い
合
わ
せ

https://www.chiikan.co.jp/

E-mail：kikaku-office@chiikan.co.jp

地域環境計画（ちいかん）の強み
生物多様性のスペシャリスト集団

生物調査から保全対策まで、

豊富な知識と技術に基づき、

皆様のご要望にお応えします。

全国１２拠点のネットワーク

全国に6支社、

5事務所、技術

本部の拠点を

持ち、地域に精

通した技術者

が、全国どこで

も迅速に対応

します。

生物多様性を活用する多彩な提案

生物多様性のデータを貴社の企業価値向上に活用するための

多彩な提案をいたします。

事業所の現状把握から活動プログラムの企画･提案、取り組みや支援まで

官公庁・民間企業の豊富な業務実績

● 自然環境調査

・植生調査植生図作成（環境省）

・京都御苑における自然環境基礎調査（環境省）

● 計画策定

・生物多様性地域戦略策定の促進に向けた調査検討

（環境省）

・姫路市環境基本計画策定（姫路市）

● 地域づくり ・ 普及啓発

・「いきものログ」運営及び広報等（環境省）

・野生生物観光に関する事例収集等（環境省）

● 民間企業の生物多様性の取り組みサポート

・企業緑地診断（周辺緑地を含めた敷地分析・迅速

診断・認証取得支援）

・社員の環境教育プログラムの企画運営

ＳＤＧｓへの貢献度が向上します

自然環境に関わるゴール（右図：Goal 6,13,14,15）に貢献する

取り組みは、SDGs のほかの Goal の基盤となっています。

投資への優位性を得られる可能性があります

TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）が発足するなど、

企業の自然関連情報開示に向けた動きが進んでいます。

生物多様性の取り組みが ESG 投資の重要な要素になる可能性が高

まっています。　

企画営業本部 企画開発チーム　上﨑･阿部･小楠　

生物多様性に配慮した活動が

北海道
支社

大阪
支社

中四国
支社

沖縄 事業所

東北
支社/野生生物管理部

名古屋
支社/野生生物管理部

九州
支社

東京
本社/技術本部/
企画営業本部/
野生生物管理部

福島 事業所
埼玉 事業所

神奈川・横浜 事業所

＜＜ ちいかんのHPはこちら


